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北海道蘭越粘土調査報告
村岡 誠＊　　種村　光郎＊＊

R6sum6

Repor士on　the　Rangosbi　Clay　Mine，Hokkaido

by

Makoto　Muraoka＆Mitsuo　Tanemura

　　　Rangoshi　clay　mine　is　located　about6．5km　NNW　of：Kombu　Station，Hakodate　line，

and　has　facilities　on　communication．

　　　The　clay　has　been　derived　from　tw6－pyroxene　andesite　and　tuff　by　the　hydrothermal

solution，and　is，near　the　surface，stained　with　yellowish　or　reddish　brown　by　meteoric

water．Under　these　stained　clay　beds，there　occur　paIe　yelIow　or　white　clay　beds　un（ierly－1

ing　bluish　clay，rich　in　pyrite　grains．

　　　These　days　are　chie且y　composed　of　kaolin葦te，hydrated・haIloysite　and　minor　amounts

of　cristobalite，pyri士e　and　rutile．　：Kaolinite　shows　hexagonal　platy　crystal　form，0．g－0．5μ

in　diameter　an（I　its　refractive　indices　are　γ＝＝1．566，α＝：1．561．

　　　This　clay　is　not　suitabIe　for　white　ch圭na　cIay，because　of　high　contents　of　ferric

oxide　in　so　much　as　O．47－3．12％．

　　　It　is　als6not　good　foごma毛“rials　of　art　paper　cgating　because　it　contains　rather　large

amQunt＄qf　hydrated－halloysite，but　it　may　usable　for　raw　materials　of丘re　bricks　if　prored

bycarefulexperi㎞ents．

　　　Reserve　of　day　（SK32《げ35）　is　estimate（1to　about47，000t．

1．緒　　言

　蘭越粘土は戦時中耐火煉瓦の原料として少量使用され

たが，余り世人の注目を惹かず，終戦後はほとんど放置

されていた。

　筆者等は昭和27年9月約20日間， 北海道磯谷郡南尻

別村旭台を中心とする地域のカオリy質粘土の精査を行

つた。調査に際しては，1／1，・0。の地形図を作製するとと

もにハソドオーガーを使用して粘土賦存の実態の把握

に努めた。

　本地域は，昭和26年8月の概査1）の結果，広範囲に亘

り粘土化作用が行われており，その粘土は耐火粘土およ

び製紙関係の粘土資源として注目すべきものであること

カ§明らかになつた。

　今回の調査は粘土の賦存状態，特に地下深部の状態な

らびに構成鉱物を決定することを主目的とした。

　本報告を記すに当り，野外調査・室内実験に対し御懇

切な御指導を賜つた東京教育大学須藤俊男教授・東京工

＊元所員
綿鉱床蔀

業大学河島千尋教授・素木洋一助教授に深い感謝を捧げ，

また電子顕微鏡写真を撮影して頂いた日本電子光学研究

所各位，，伊沢鉱山伊沢辰亮社長ならびに境田軍弘現場主

任に対し深甚なる謝意を表する。

2．位置および交逼

　本鉱床は，画館本線昆布駅北北西直距6．5kmの北海一

道磯谷郡南尻別村旭台にある。

　鉱床地帯に至るコースは2通りあつて，その1つは魑

館本線昆布駅よウ成田温泉を経由して蓬するコースと，

他は函館本線蘭越駅より昆布盗泉に通じる観光道路によ

るコースであるが，一般に成田温泉までバスを利用しう

る関係から前者が多く利用される。

　鉱石蓮搬には，かつては山元より蘭越駅まで自動車道

路を建設し使用していたが，観光道路ができてからはも

つぱら後者を使用するよ．うになつた。

3．　地　　形

　本鉱床地帯北東方には，ニセコアソヌプリ（標高

1，308．5m）・硫黄山（標高1，154m），北方にはチセヌ

プリ（標高1，134．5m）等の火山があり’，附近一帯はこ
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れ等から噴出した熔岩，その他の噴出物により階段状地

形を呈している。

　鉱床地帯は標高250m内外の丘陵性山地を形成して

いる。

　河川としては，鉱床地帯の東方を南流する湯山別川以

外に大なるものはない。

4．地質および鉱床

　本鉱床北部および湯山別川支流の川床等には複輝石安

山岩・角閃安山岩の露出があるが，』鉱床範囲内にはほと

んど火山岩類の露出はみられず，地表は広く，表土・火

山灰等によつて被覆され，部分的に礫岩・粘土が露出し

ている。鉱床範囲内の表土・火山灰中に複輝石安山岩・

角閃安山岩の転石は認められるが，いずれも粘土化作用

はi蒙つていないo

　粘土はいずれも複輝石安山岩または同質の凝灰岩が，

浅熱水作用を蒙つた結果生成せられたものと考えられ、、

原岩の構造を残しや玉硬質なものと，，完全に粘土化して

しまつた軟質なものの2種に大別される。さらにこれ等

は硫化鉄鉱の酸化により茶褐色に汚染された部分，や』

黄白色年染色された部分，ほとんど染魯されず白色の部

分および全く酸化を受けない微粒の硫化鉄鉱が混つて青

灰色を呈する部分に別けられる。

　4．1地　質（第1図参照）

　調査区域内で実施した試錐および露頭で確認し得た層

序は，上部より，

表土帯｛譲灘霊繍　痢畑

火　・雛饗欝砂蜘灰1：1三難

　木節様粘土層・・　　　　　　　　　　　0～0．3m

　礫岩帯礫岩層　　　　　　　　　　　0～8m
粘
（
赫 ・灘鰹濤層　　f6饗血

に区分することができるQ

　これ等の地層中粘土帯は，調査区域北部山梨団体方面

においては，チセヌプリより噴出した安山岩質熔岩によ

つて不整合に被覆されている。

　火山灰帯の厚さは所により著しく異り，多くの場合嶺

の頂で最も厚く，山腹または谷底では全くこれを欠いて

いるQ
　木節様粘土層は黄褐色粘土層によって被覆されてお

り，平均層厚を確認できなかつたが，大体0～0・3mの

厚さを有するもので分布範囲は極く小範囲に限定されて

いる。

　本粘土は水分を含んでいるとぎは灰青色を呈するが，

乾燥すると淡青色を示し，茶褐色のやX炭化した木片を

含有する。また一般に砂粒に富んでいる。粘土中の石英

は円みを帯びており，おそらく粘土とともに他の地域か

ら水により蓮ばれて来たものであろう。

　礫岩の礫は直径15cm以下の円礫および角礫の複輝

石安山岩礫と，極く少量の角閃安山岩礫が多く・膠結物

は凝灰質の砂岩から成る。前者の礫はおそらく，調査区

域北部の粘土層を被覆Lているチセヌプリ火山よりの熔

岩より導かれたものであろう。

　粘土帯は火山灰帯・木節様粘土帯・礫岩帯あるい獄直

接表土によつて不整合に被覆されている。

　一般に粘土帯の上部は鉄分に富む褐色ないし黄褐色の

粘土炉発達しており・その下部には主として黄鉄鉱が酸

化し茶褐色の縞状に染色した粘土層および白粘土層があ

り，最深部に至ると硫化鉄鉱を含む青灰色の粘土層（青

色粘土と呼称する）が存在している。

　4．2　鉱　床

　黄白色粘土層の最上部にはや』硬質なものがあり，そ

の下部は硬質なものの小塊と軟質なものの混りとなり，

最下部は軟質粘土となる。

　硬質なものの厚さは所により不規則で，旧採掘場附近

が最も厚く1m前後である。硬質粘土は表土から天水

の作用により，浸蓬した酸化鉄および二部硫化鉄鉱の酸

化による鉄分等によつて，褐色ないし黄褐色に汚染され

ている。硬質粘土の小塊を含有するやΣ軟質の粘土の厚

さは0．5～1．2mで，主として硫化鉄鉱の酸化による鉄

により，茶褐色の一見縞状の外観を示している。軟質粘

土は，硬質粘土の小塊を含む部分の下部に賦存し，その

境界は漸移的である。軟質粘土の厚さは平均3m前後

で，黄白色ないし白色を呈し良質粘土である。このなか

でもや』鉄分の多小部分が，不規則な形態を呈して混つ

ている場合があるQ

　またそのほか硫化鉄鉱の濃集した部分が塊状を呈し混

つて零り，いずれも黄白色粘土採掘の際に生産能率に影

響をおよぼすであろう。

　黄白色粘土層の下部には青色粘土が賦存している。両

者の境界は，一般に漸移的であるが，所により滑らかな

境界あるいは波状の境界面を示す場合もある。青色粘土

は硫化鉄鉱の濃集しているもので，この硫化鉄鉱は酸化

されていない・青色粘土層は，調査区域北部では地表下

2．2血，調査区域東部すなわち旧採掘場では5m，調査

区域南西部すなわち伊沢採掘場では3．8m，換言すれば

青色粘土の賦存標高は北部では252．4m，旧採掘場附近

では242．3m，伊沢採掘場では238．3mと南部ほど低

くなつている。しかし地表の標高も北部より南部に至る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
に従つて，青色粘土の賦存標高とほとんど同様の割合で
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標高を減じているので，黄白色粘土の見掛の厚さは3～

’6mと大体一定した値を示している。

　しかし伊沢採掘場附近は天水の作用その他によつて劒

土され，黄白色粘土層の実際の厚さは薄くなつている。

5．鉱床各論（第2図参照）

1 図

D

　5．1旧操掘場
　かつて某会社が採掘した所である。湯山別川支流の谷

より山腹に向つて採掘したために，採掘場は調査当時相

当崩壊し，粘土中匠表土が混入していた。黄白色粘土は

茶褐色の平均層厚1．2mの緻密火山灰によつて覆われ

ているQ
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　黄白色粘土の層厚は4～6mで，そのうち上部2～3
凱あ所はやx鉄分多く黄白色を呈する。その下部は白

色粘土となつている。しかし下部白色粘土中でも一部に

鳳，：黄鉄鉱あるいは褐鉄鉱（黄鉄鉱の仮晶）が散点し，斑

点状ならびに縞状に汚染されている部分もあり，白色の

部分のみ採掘することは不可能である。

　黄白色粘土の下部は硫化鉄鉱の鉱染密度が増加し，漸

移的に青色粘土に移化する。

　この黄白色粘土のハンドオーガーにより確認された

範囲は200m×50卑である。

　5．2　伊沢鉱山探掘場

　最近まで採掘されていた所で，湯山別川に流入する小

沢の川床にある。

　黄白色粘土層の層厚は平均3．5mで，粘土の上部1．3

、一mまでは微粒の硫化鉄鉱が散点し，青白色を呈し，その

『下部は白色の良品位粘土となつている。しかし白色粘土

中でも，所々に硫化鉄鉱が濃集し，青色を呈している。

〈ハyドォーガーNo．36参照）

以上両採掘場ともに黄白色粘土層上部は，一般に天水

あるいは硫化鉄鉱の酸化により汚染されているが，下部

・は＃般に白色粘土となつている。しかレ，白色粘二L中で

も硫化鉄鉱が濃集する部分があり，白色粘土のみ採掘す

ることは不可能である。地下深部では漸次硫化鉄鉱が多

くなるので採掘の対象とはならない○

次に参考のため犀主なハンドオーガーの結果を第2

姻に示す。

電子顕微鏡によれば0．2～0．5μ程度の六角板状の

：Kaoliniteの結晶と，長径0．7～1μ程度の柱状の結晶

が認められる（図版1）。

　この柱状鉱物がHailoysiteであるか，あるいはHy一

第　 2　表
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、6。組成鎖物の吟味

　本粘土の組成鉱物を決定するため，偏光顕微鏡・・電子

顕微鏡・X線粉末法・示差熱分析・化学分析・粒度分析

等の試験を行い，組成鉱物を究明した・

　6．1旧探掘場附近の粘土’（ハンドオーガー42）

　旧採掘場附近の粘土はカオリン鉱物を主成分とし，ク

リストバル石・ルチル・黄鉄鉱を随伴している。

　試料101のカオリン鉱物の屈折率を偏光顕微鏡により

測定した結果，

　γま＝1．566　乱＝1．561

の値を得たQこれは村岡誠の集録2）した，Kaoliniteの

屈折率に包含される（第1表）。
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　　　　　　　第，　1　表
　　Kaolillite
’　　　　　　　γ＝＝1．566　　β＝1．565　　α＝1．561　　　Marshall　Ross3）

　　　γ＝1．560～1．570　　β＝1．559＾ゾ1．569　　α＝1．553～

　　　1．568　　　　Ross4）

　　　γ＝1．565　β＝1．564　2V〒（一）43～6805）

　　　γコL566β＝1．565X＝1．5612V＝（一）60。6）

乃‘！5・ゐακ　7ク

惣0勧舵

　　　2）『
絡〃⑳5～ごε

Zグ0 400　600　800『一1θ00℃

第　　　3　　図
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蘂灘’

図版1

灘

東京工業大學河島千尋数授撮影．×20000

遜

drated．halloysiteであるかを決定するため，化学分析・￥：Kaoliniteと且alloysiteの混合物より多く一H20二が析

ならびに示差熱分析を行つた。

試料101の化学分析を行つたところ，第2表のような

結果を得た。すなわち一H20を2．3％含有している。

電子顕微鏡写真の結果ではKaoliniteを主成分とし，こ

れ以外に極めて少量の柱状鉱物が認められる。この柱状

鉱物がHalloysiteであるならば，Kaoliniteと同様に

一H20は少ないのであるから，分析値に示されるより

も，当然少なぐなるであろ5。これより，むしちHy－

drated－halloysiteが極く少量含有されることにより，

出されうるのであろう。

以上の結果は示差熱分析の結果ともよく一致する（第』

3図）。すなわち

1250C　EN－Hydrated－halloysite，Halloysite

5820C　EN－K：aolinite，Hydrated－halloysite，Halloy一・

　site
9750C　Ex－Hydrated－ha110yPsite　K：aolinite

5500C・》6500Cに吸熱のpeakが現われているが，試

料101では左右対称でない。一般にK：aoliniteの場合
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は左右対称で，H：alIoysiteおよびHydrated－halloysite

では左右対象でないので，本試料にK：aoli算ite以外に上

記2種鉱物中のいずれかが混合していることは容易に想

像できる。一般にHydrated・halloysite、の曲線は，低

温の吸熱peakならびに550～650。Cに行われる吸熱

peakは，ほとんど同程度の『曲線が認められるに反し，

Ha110ysiteに：おいては低温の吸熱・peakと550～6500C

に行われる吸熱のpeakは異り，低温のpeakは小さく

現われる。試料101』では低温のpeakが現われている。

また発熱peakについてみるとKaoliniteの場合は

980QCで，Halbysiteも9800（｝であるが・Hydrated－

halloysiteでは前2者よりもや』低温で現われる。試料

101では9720Cに発熱peakが現われている。

以上により，試料101はKaoliniteにHydrated－

halloys三teが混合していることを想像しうる。

その他の試料についての示差熱分析の結果も，これと

同様K：aoliniteとHydrated－halloysiteの混合物であ

ることが推定できる。

・本粘土の副成分であるクリストバル石は，やN六角形

に近い非常に小さい粒状をなし，粘土中に極めて少量存

在している。・試料105めク穿ストバル石の屈折率を測定

した結果，n≒i．484の値を得た。また，クリストノミル石

以外に副成分として，ルチルおよび黄鉄鉱を随伴してい

るQルチルは0．02～0．04mmの粒状の単晶ないし集合

体をなし，普通黄褐色ないし暗褐色を呈する。黄鉄鉱は

径0．01｛・0．1mm程度の単結晶をなし，稀に1mm大

のものもある。顕微鏡下では黄鉄鉱の仮晶をなして褐鉄

鉱に置換されている場合もある。

　域上旧採掘場すなわちパソ．ドオーガー42の粘ニヒは

Kaoliniteを主成分とし，Hydrated・halloysite・クリ・ス

トバル石・ルチルおよび黄鉄鉱を副成分とする粘土であ

るo

　ハンドオーガー22，52，53および72より産出する

粘土は，化学分析ならびに示差熱分析の結果では，上記

試料101と類似の粘土と推定できる。

　6．2伊沢鉱山現探掘場附近の粘土

　ハンドオーガー36より産出した粘土（201）は極めて

微晶であつて，普通の偏光顕微鏡下では，単結晶に分離・

して観察できないから，到底厳密な屈折率を測定するこ

とができず，平均値pとしてn＝L540’》L541を得た

　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　第　 3’表
　Endellite
　　　n＝1．526《ノ1．542　　Mehmel8）

　　　n＝1．540戸》1。552　　Alexander9）

　　　n＝1．5416）

この値はMehme1，Alexander等の測定したEndellite

（Hlydrated・halloysite？）の屈折率によく』致する（第3

表）。

上記試料の電子顕微鏡写真（図版2）によれば，柱状結

晶のHydfated－ha恥ysiteまたは壬｛alloysiteを主成分

とし，極微粒め六角，あるいは粒状の鉱物が認められる。

これ等の鉱物を決定するためX線粉末試験を行つた、

（第4表）・その結果Hydrated・ha110ysiteの10．1A，

クリストバル石の特徴である4．04AならびにIntensity

第　4　表
Jg＄hinClay19）

1

5
3

10

2

3

．2

1

5

1
1

d

10．1

7．5

4．44

3．521

2．55

2。36

1．67

1．49

1．29

1．24

index

（02）（11）

（002）

（13）（20）

、（003）

（06）（33）

Rankoshi　Clay201

1

10

0．5

9
8
1
1
6
2
1
1
4
4
1
3
1

1b

5
1
1
1

d

10．1

・index

（001）

（00Z）ノ

7。1・

4．42

4．04

3．75

3．53

3．35

2．98

2．85

2．71

2．57

2．45

2。33・

2．22

2．12

1．69
1．59　P

1．485

1．37

1．28

1．23

dOO1＝10．1

’dOO1＝7．1

C＝Cristobalite

b＝broad

（001）

（001）ノ

（02）（11）

（GO2）ノ

（003）

（03）

（13）（2Q）

（003）ノ

（22）

（15）（24）

（31）

（06）（33）

（40）

（42）

C

C

C

は弱いがKaoliniteの7．1，A線が認められ，本粘土は

Hydrated－halloysiteを主成分と，し，クリストバル石・

K：aolinit6よりなることが判明した。

示差熱分析試験の結果は第4図に示す如くで，従来発

表された報文と比較し，構成鉱物を想定レた。すなわち

1250C　EN－Hydrated－halloys1te．

5800C　EN－Hydrated－halloysite，K：aolinite

9700C　Ex－Hydrated・halloysite．
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　灘．・き，・・灘鞭糊

琵襯鐵、購騨繊　　、・、箋
　　　　　　　図版2　　　201　　　　　　　日本電子光學砺究所撮影

一以上の結果本粘土はHydrated－halloysiteを主成分と

し，極く少量の：Kaolinite：およびクリス』トバル石・黄鉄

鉱を含有する粘土と推定される。

地質調査所化学課および筆者等が行つた本粘土の化学

分析結果を第5表に示す。

すなわち一H20はK：aolinite，Halloysiteの含水量

より多く，Hydrated－halloysiteと想定される。

この分析値から，次のようにして，構成鉱物を算出し

た。すなわちまずAl203からRydrated－halloysiteを

形成し，次に余剰のSio2をクリス1・バル石とした。そ

の結果は第6表に示す如くである。

ハyド，オーガー36および56に産出する粘土は・化

学的分析ならびに示差熱分析の結果では，上記201と類

似の粘土と推定できる。

以上種々な研究方法により得た結果から想定した組成

鉱物を一括し・て表示すれば，第7表の如くであるQ

　上記の各産地の粘土の粒度分析を行つた所第5図り

ような結果が得られた。
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　　　　　　　　　　　　第

202

203

　　／0ノ・
」∂ε〃η

　　2）ε磁ε1庸8

5　表

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO
MgO
CaO
Na20

K20

十H20
－H20

1g．10S忌
Total

分析者

201

52．22

0．89

24．40

1．99
0．00，

0．22
0．08・

0．30

0．36

11．82

7．56

99．84

地調化学

第　6

202

50．21

26。30

・2．01

11．48

．7．12

種　村

203

50．72

25．98

3．12

11．12

7．42

表

種　村

＼
、
』

構麟物IHyd。rated’

・試料一＼l　hall・ysite

201

202

203

74％．

79％

78％

Crystoballite

　　　　　　　　　　　　　ゆ　　！00　　　　　　400　　　　600　　　　800　　　Z”000

　　　　　第　　4　　図
；れによれば，旧採掘場粘土は10μ以下の粒子が50

’》60％，現採掘場では，10μ以下の粒子が80％に蓬し

ているととがわかる。この・10μ以下の粒子の100分比

，が異るのは粘土の構成鉱物6本質的な相異に起因するも

のであろ5（電子顕微鏡写真参照）。

　　　　　7．鉱　量
本粘土は組成鉱物の組合せの変化が著しく，これ等を

「区別して鉱量計算を行うことができないめで，一応組成

・鉱物は度外視し，一括黄白色粘土としての鉱量計算を行

つた〔粘土の比重は2．50と見倣した〕。

　　　　　　　　　　　第　　7

働
㍉
廻
ミ

蕊

ミ
鑓

崖
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26％
21％
22％

20／』

　　　　　／
／／／イ

／
0　　2　　4　　6　　8　 ／0

　伽」舵5ンン8／カ，〃伽

　　第　　5　　図
表

顕微鏡観察
電子顕微鏡観察

示差熱分析
・化　学　分’析

X線粉末試験

101（旧採掘場粘土）

正くaolinite，Cristobalite，Pyrite　（Limo－
nite），Rutile

Kaolinite，Hydrated－ha110ysite（H：alloy・
site？）

Kaolinite，Hydrate（1嘲halloysite

K：aolinite，Cristobalite

201（現採掘場粘土）

Hyd：rated・halloysite，Crist6balite　Pyrite

Hydrate（i－halloysite　Kaolinite　Cristo－
balite

Hydrated－halloys翌te，Klaolinite，

：旺ydrated－halloysite，　Cristobalite

Hydrated－halloysite，Cristobalite，Kao－
1inite，
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　7．1　確定鉱量

　ハソドオーガーによつて黄白色粘土の賦存を確認し

た区域についてのみ計算を行つた。確定鉱量は確定賦存

区域の面積に，ハソドオーガーで確めた黄白色粘土の

平均層厚の平均と比重を乗じて求めた。

8，815×2．14×2．5＝47，160≒47，000（t）

　7．2　推定鉱量

　黄白色粘土の賦存範囲内で，黄白色粘土下部に賦存す

る青色粘土の確認できない部分については，青色粘土の

賦存予想水準までの差を推定し，算定した。

　2，745×2．4×2．5＝16，470≒16，000（t）

　以上の計算は調査区域内のみについて行つたもので調

査区域外の北部には鉱床が潜在する可能性があり，、従つ

て将来探鉱すれば該方面に黄白色粘土の存在が確認され

鉱量にも相応の増加がみられるものと、思われる。

8．結　　論

　蘭越粘土産地を馬函館本線昆布駅り北北西直距6。5km

の南尻別村旭台にあり，交通蓮搬は便利である・

　当地域を構成しているものは，複輝石安山岩・角閃石

安山岩・凝灰岩・火山灰および表土等であつて，粘土は

複輝石安山岩または同質の凝灰岩が熱水作用を蒙つた結

果，生成されたものである。地表部に近い粘土は，天水

の作用により茶褐色ないし黄褐色に汚染されているが，

その下部には，調査の主対象である黄白色および白色粘

土があり，さらにその下部には黄鉄鉱を含んだ青灰色粘

土が存在している。

　黄白色および白色粘土は，硬質のものと軟質のものの『

2種類に分けられ，前者は最厚1m，後者は0．5｛’1．2m

の層厚を示している。

　また各種の試験結果を綜合した結果，黄白色および白

色粘土は，径0．2～0．5μのK：aoli血iteと長径0．7～LO

μ程度のHydrated・halloysiteを主成分とし，Cristoba・

Iite，卦ysiteおよびRutile等を随伴していることを確

認することができた。

　この粘土はFe2030．47戸）3．12％を含有しているので、

白色陶磁審原料に不適当で，主要組成鉱物として，Hy－

drated－halloysiteを含有している点よりすれば，アーi・

紙のコーテイyグ原料としても好適そない。しかし，確

定鉱量は約47，000t，推定鉱量は16，000tで，耐火粘

土資源の乏しい北海道においては，活濃な活用試験を行

い，利用方法を考究すべきである。

　　　　　　　　　　　　　　、（昭和27年9月調査）
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